
週　　刊　　粧　　業 （第３種郵便物認可）

　

フ
ァ
ン
ケ
ル
は
、
京
都
大
学
・
静
岡
大
学

と
の
共
同
研
究
を
通
じ
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
取
り
込
み
を
阻
害
す
る
新
規
化
合
物
「
ｆ

ｏ
ｍ
ｉ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
Ａ
」
を
発
見
し
た
。
こ
の

化
合
物
は
、キ
ノ
コ
の
一
種「
ク
ロ
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
」

の
抽
出
物
か
ら
活
性
化
合
物
の
一
つ
と
し
て
発
見
さ

れ
た
も
の
で
、
小
腸
か
ら
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
吸
収

の
中
心
的
役
割
を
担
う
タ
ン
パ
ク
質
「
Ｎ
ｉ
ｅ
ｍ
ａ

ｎ
ｎ
―
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ 

Ｃ
１
―
Ｌ
ｉ
ｋ
ｅ 

１
」（
以
下
「
Ｎ

Ｐ
Ｃ
１
Ｌ
１
」）
の
機
能
を
阻
害
す
る
と
い
う
。

（５）２０１５年（平成２７年）４月６日 第２９６７号

物
や
キ
ノ
コ
の
抽
出
物
か
ら

「
Ｎ
Ｐ
Ｃ
１
Ｌ
１
」
の
機
能

を
阻
害
す
る
天
然
物
由
来
の

化
合
物
を
発
見
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
。
約
２
０
０
０
種

類
の
植
物
や
キ
ノ
コ
を
対
象

に
「
Ｎ
Ｐ
Ｃ
１
Ｌ
１
」
と
特

異
的
に
結
合
す
る
抽
出
物
を

　

「
Ｎ
Ｐ
Ｃ
１
Ｌ
１
」
を
標

的
と
し
た
既
存
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
吸
収
阻
害
剤
は
、
効

果
に
個
人
差
が
あ
り
、
薬
が

生
体
に
作
用
を
あ
ら
わ
す
仕

組
み
が
異
な
る
阻
害
剤
の
出

現
が
望
ま
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
同
研
究
で
は
、
植

探
索
し
た
結
果
、
ク
ロ
サ
ル

ノ
コ
シ
カ
ケ
に
強
い
活
性
を

見
出
し
た
。

　

モ
デ
ル
動
物
に
お
い
て
ク

ロ
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
抽
出
物

の
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低

下
作
用
が
認
め
ら
れ
た
た

め
、
活
性
化
合
物
の
単
離
・

構
造
決
定
を
試
み
た
と
こ

ろ
、新
規
化
合
物
で
あ
る「
ｆ

ｏ
ｍ
ｉ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ 

Ａ
」
を

発
見
す
る
に
至
っ
た
。

　

同
社
は
、
今
回
の
研
究
で

発
見
さ
れ
た
「
ｆ
ｏ
ｍ
ｉ
ｒ

ｏ
ｉ
ｄ 

Ａ
」
の
骨
格
を
ベ

ー
ス
と
し
て
、
よ
り
効
果
の

優
れ
た
類
似
化
合
物
の
探
索

が
可
能
に
な
っ
た
と
し
、
血

液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や

中
性
脂
肪
な
ど
の
量
が
一
定

の
数
値
以
上
に
な
っ
た
状
態

で
あ
る
「
脂
質
異
常
症
」
を

改
善
す
る
健
康
食
品
へ
の
応

用
や
、
不
明
点
が
多
い
「
Ｎ

Ｐ
Ｃ
１
Ｌ
１
」
を
介
し
た
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
吸
収
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
解
析
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
の
利
用
の
可
能
性
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
。

　

フ
ァ
ン
ケ
ル
総
合
研
究
所

ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
セ

ン
タ
ー
の
千
場
智
尋
氏
は
、

「
特
定
保
健
用
食
品
や
機
能

性
表
示
食
品
の
製
品
開
発
を

視
野
に
入
れ
、
素
材
原
料
の

工
業
化
に
力
を
注
い
で
い

く
。
こ
れ
に
よ
り
、
脂
質
異

常
症
患
者
の
健
康
維
持
に
役

立
て
た
い
」
と
語
る
。

　

研
究
結
果
に
つ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
の
科
学
誌
「
Ｐ
Ｌ

ｏ
ｓ 
Ｏ
ｎ
ｅ
」
に
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
３
月
26
日
か
ら

29
日
に
岡
山
県
で
開
催
さ
れ

た
日
本
農
芸
化
学
界
２
０
１

５
年
度
大
会
に
お
い
て
、「
Ｎ

Ｐ
Ｃ
１
Ｌ
１
依
存
的
な
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
取
込
み
を
阻
害

　

今
回
は
、
平
成
22
年
か

ら
平
成
26
年
ま
で
の
国
内

上
場
企
業
に
よ
る
不
正
事

例
の
発
生
ト
レ
ン
ド
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

企
業
内
の
横
領
等
の
不

正
は
、
日
常
的
に
全
国
各

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
内
の
大
半
の

企
業
は
非
上
場
企
業
で
あ

る
た
め
、
仮
に
不
正
が
起

き
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

そ
も
そ
も
そ
れ
ら
が
対
外

的
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

株
主
や
投
資
家
を
始
め
と

す
る
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
に
対
す
る
説
明
責

任
を
有
す
る
上
場
企
業

は
、
不
正
が
発
生
し
た
場

合
に
東
証
の
適
時
開
示
や

そ
の
他
書
類
等
を
通
じ
て

こ
れ
を
公
表
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
公

表
さ
れ
た
事
例
に
基
づ

き
、
こ
こ
数
年
間
で
ど
の

よ
う
な
不
正
事
例
が
発
生

し
て
い
る
の
か
を
様
々
な

角
度
で
分
析
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
業
種
別
の
分
析
で

す
が
、【
表
１
】
の
通
り
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
卸
売
業
、

情
報
・
通
信
業
、
小
売
業

等
で
の
事
例
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。
人
材
派
遣
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、教
育
、

介
護
等
の
様
々
な
業
務
を

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
及

び
情
報
・
通
信
業
で
は
一

般
的
な
メ
ー
カ
ー
と
は
異

な
り
製
品
現
物
を
扱
わ
な

い
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
実

態
が
目
に
見
え
づ
ら
い
事

を
逆
手
に
と
っ
た
不
正
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
卸
売
業
は
多
く
は

商
品
現
物
を
扱
う
会
社
で

す
が
、
他
か
ら
仕
入
れ
て

他
に
販
売
す
る
、
と
い
う

仲
介
業
務
の
中
で
仕
入
先

や
販
売
先
と
結
託
す
る
不

正
事
例
や
、
複
雑
な
商
流

の
中
に
紛
れ
て
商
品
を
横

領
す
る
、
と
い
っ
た
事
例

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
デ
パ
ー
ト
、
ド
ラ
ッ

グ
、
コ
ン
ビ
ニ
等
の
小
売

業
で
は
、
在
庫
の
管
理
数

量
の
改
ざ
ん
を
通
じ
た
横

領
着
服
や
不
正
経
理
、
仕

入
れ
先
と
結
託
し
て
の
不

正
等
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
不
正
当
事
者
に
つ

い
て
は
【
表
２
】
の
通

り
、
役
員
本
人
に
よ
る
不

正
が
半
分
近
く
を
占
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
次
い
で

従
業
員
に
よ
る
不
正
が
４

分
の
１
程
度
を
占
め
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
部
長
ク

ラ
ス
等
の
管
理
者
に
よ
る

不
正
よ
り
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
一
般
従
業
員
よ

り
も
役
員
の
人
数
の

方
が
圧
倒
的
に
少
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
こ

の
よ
う
な
結
果
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
、

如
何
に
役
員
が
不
正

を
行
う
可
能
性
が
高

い
か
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
役

員
に
与
え
ら
れ
た
権

限
が
広
範
囲
に
わ
た

る
事
等
が
理
由
と
し

て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
不
正
発
覚
の

経
緯
に
つ
い
て
は【
表
３
】

の
通
り
と
な
り
ま
す
。
外

部
又
は
内
部
か
ら
の
通
報

に
よ
る
発
覚
が
ト
ッ
プ
と

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
不

正
行
為
が
如
何
に
ま
わ
り

に
知
ら
れ
つ
つ
も
行
わ
れ

て
い
る
か
と
い
う
点
を
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

他
、
監
視
監
督
、
外
部
監

査
、
内
部
監
査
と
い
っ
た

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
通
じ
て

の
発
覚
も
上
位
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

一
つ
一
つ
の
不
正
事
例

か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
も
多

い
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た

を
多
く
持
つ
現

代
人
ほ
ど
シ
ミ

が
で
き
や
す
い

と
い
う
結
果
が

導
き
出
さ
れ
た
。

　

調
査
は
、
紫

外
線
照
射
量
が

少
な
い
と
さ
れ

る
秋
田
県
の
20
～
50
代
女
性

２
１
１
人
を
対
象
に
実
施
し

た
。「
鼻
が
高
い
」
な
ど
縄

文
人
の
骨
格
や
体
質
の
特
徴

を
計
８
項
目
に
分
け
、
各
項

目
に
該
当
す
る
場
合
に
加
算

し
て
シ
ミ
と
の
関
係
性
を
解

析
し
た
。

　

そ
の
結
果
、点
数
が
高
く
、

縄
文
人
の
特
徴
を
数
多
く
も

つ
人
ほ
ど
シ
ミ
へ
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
傾
向
が
浮
か
び
上

が
っ
た
。
年
齢
に
換
算
す
る

と
、
そ
の
差
は
最
大
で
18
・

７
歳
の
年
齢
を
重
ね
る
こ
と

に
相
当
す
る
と
い
う
。

　

長
年
、
遺
伝
子
の
シ
ミ
研

究
に
携
わ
っ
て
い
る
肌
科
学

研
究
部
の
本
川
智
紀 

上
級

主
任
研
究
員
は
、「
縄
文
人

の
特
徴
と
シ
ミ
の
リ
ス
ク
が

き
れ
い
な
相
関
関
係
で
結
ば

れ
た
」
と
成
果
を
強
調
す
る

と
と
も
に
、
今
後
は
縄
文
人

の
遺
伝
子
サ
ン
プ
ル
を
増
や

す
こ
と
や
、
秋
田
県
以
外
の

地
域
で
の
肌
解
析
に
も
取
り

組
む
考
え
を
示
し
た
。ま
た
、

因
と
さ
れ
、
環
境
ス
ト
レ
ス

の
１
つ
で
あ
る
「
ば
い
煙
」

（
石
炭
な
ど
物
の
燃
焼
に
伴

っ
て
発
生
す
る
煙
・
す
す
）

に
着
目
し
、
ば
い
煙
が
発
生

す
る
施
設
が
少
な
い
秋
田
県

在
住
で
喫
煙
歴
が
な
い
30
代

女
性
の
肌
と
、
秋
田
県
に
比

べ
て
発
生
施
設
数
が
１
・
８

倍
の
神
奈
川
県
に
在
住
し
喫

煙
歴
が
あ
る
30
代
女
性
の
肌

を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
前
者

に
比
べ
て
後
者
の
肌
で
は
、

目
も
と
や
小
鼻
に
く
す
み
が

目
立
ち
、
メ
ラ
ニ
ン
が
不
均

一
に
存
在
し
、
顔
全
体
の
黄

ぐ
す
み
も
進
行
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

以
上
か
ら
、
大
気
汚
染
が

進
む
都
市
部
在
住
者
や
喫
煙

歴
の
あ
る
肌
は
老
け
や
す
い

と
考
察
し
、
排
気
ガ
ス
や
タ

バ
コ
、
化
学
ス
モ
ッ
グ
な
ど

外
的
要
因
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

（
環
境
ス
ト
レ
ス
）
を
抑
制

す
る
効
果
の
あ
る
成
分
の
研

究
を
進
め
た
。

　

研
究
で
は
、
環
境
ス
ト
レ

ス
を
浴
び
る
と
体
内
に
作
ら

れ
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
分
解
し

て
シ
ワ
な
ど
肌
の
老
化
を
進

め
て
し
ま
う
肌
ス
ト
レ
ス
因

子「
Ｍ
Ｍ
Ｐ
１
」に
着
目
し
、

オ
ウ
ゴ
ン
根
エ
キ
ス
に
Ｍ
Ｍ

Ｐ
１
生
成
を
抑
制
す
る
効
果

を
見
出
し
た
。

　

さ
ら
に
同
社
は
、
１
年
の

中
で
も
紫
外
線
量
が
増
え
な

が
ら
、
オ
ゾ
ン
量
が
減
り
、

肌
に
紫
外
線
が
直
接
届
き
や

す
い
夏
期
に
、
肌
は
外
部
環

境
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

敏
感
肌
を
ま
す
ま
す
悪
化
さ

せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
察

し
、
夏
期
の
肌
環
境
を
ケ
ア

す
る
処
方
開
発
を
進
め
て
い

る
。
今
回
は
、
紫
外
線
カ
ッ

ト
効
果
が
最
高
値
（
Ｓ
Ｐ
Ｆ

50
＋
・
Ｐ
Ａ
＋
＋
＋
＋
）
を

実
現
し
な
が
ら
、
敏
感
肌
に

も
刺
激
を
与
え
な
い
紫
外
線

吸
収
剤
フ
リ
ー
設
計
を
開

発
。
散
乱
剤
に
は
ポ
ー
ラ
研

究
所
独
自
の
表
面
処
理
を
散

乱
剤
に
用
い
る
こ
と
で
、
粉

体
を
直
接
肌
に
触
れ
さ
せ
な

い
低
刺
激
処
方
を
実
現
し
た

と
い
う
。

　

現
在
、
以
上
の
２
つ
の
成

果
を
活
か
し
た
夏
用
ベ
ー
ス

メ
ー
ク
の
商
品
化
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
。

子
は
「
シ
ミ
型
」
の
多
い
エ

リ
ア
に
数
多
く
残
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

実
際
に
、
国
立
科
学
博
物

館
と
山
梨
大
学
と
共
同
で
研

究
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
縄
文

人
の
遺
伝
的
背
景
が
強
く
な

る
に
つ
れ
て
「
シ
ミ
型
」
遺

伝
子
を
も
つ
比
率
が
高
ま
る

こ
と
が
判
明
。こ
れ
に
よ
り
、

縄
文
人
は
「
シ
ミ
型
」
遺
伝

子
を
も
つ
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
を
現
代
人

に
当
て
は
め
て
研
究
を
続
け

た
と
こ
ろ
、
縄
文
人
の
特
徴

新日本有限責任監査法人

不正事例に学べ！　
第12回
　最近の不正トレンド

田中計士（たなかけいじ）

新日本有限責任監査法人　シニアマネージャー
2000年、監査法人太田昭和センチュリー（現新日本有限責任監査法人）に入所後、
化粧品、食品、宝飾品などの消費者製品メーカーを中心とした監査業務に従事。その他、
株式公開支援業務、内部統制アドバイザリー、デューデリジェンス、経理財務専門誌へ
の寄稿、セミナー講師等、市場調査等、幅広い業務を行う。

大
局
的
な
観
点
か
ら
の
分

析
も
、
不
正
を
防
止
す
る

た
め
に
有
益
な
気
づ
き
を

与
え
て
く
れ
る
と
言
え
ま

し
ょ
う
。

　

（
な
お
、
各
表
は
一
部

重
複
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る

た
め
、
合
算
社
数
が
不
一

致
と
な
り
ま
す
）

　

同
社
に
よ
る
と
、
メ
ラ
ニ

ン
の
生
成
に
深
く
関
与
す
る

２
種
の
遺
伝
子
は
、

シ
ミ
に
な
り
や
す
い

「
シ
ミ
型
」
と
「
通

常
型
」
で
大
き
く
異

な
る
特
徴
を
も
ち
、

こ
の
う
ち「
シ
ミ
型
」

は
北
海
道
や
東
北
、

九
州
エ
リ
ア
の
出
身

者
に
多
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
点
が
、

縄
文
人
と
弥
生
人
の

関
係
に
類
似
し
て
い

る
と
い
う
。
縄
文
人

と
弥
生
人
は
異
な
る
起
源
を

も
つ
ほ
か
、
縄
文
人
の
遺
伝

　

ポ
ー
ラ
・
オ
ル
ビ
ス
グ
ル

ー
プ
の
敏
感
肌
専
門
の
通
販

ブ
ラ
ン
ド
「
ｄ
ｅ
ｃ
ｅ
ｎ
ｃ

ｉ
ａ
（
デ
ィ
セ
ン
シ
ア
）」

を
展
開
す
る
デ
ィ
セ
ン
シ
ア

は
こ
の
ほ
ど
、
タ
バ
コ
・
排

気
ガ
ス
・
Ｐ
Ｍ
２
・
５
な
ど

の
環
境
ス
ト
レ
ス
が
も
た
ら

す
肌
へ
の
影
響
を
解
明
し
、

環
境
ス
ト
レ
ス
の
発
生
を
抑

制
し
て
肌
環
境
を
ケ
ア
す
る

成
分
を
見
出
し
た
。

　

同
社
は
、
大
気
汚
染
の
原

そ
の
過
程
で
「
縄
文
人
の
肌

の
い
い
部
分
も
見
つ
け
た

い
」と
意
欲
を
見
せ
た
ほ
か
、

将
来
的
に
は
「
新
し
い
肌
解

析
法
を
生
み
出
し
た
い
」
と

し
て
い
る
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
取
り
込
み

阻
害
す
る
化
合
物
を
発
見

ファンケル

す
る
ク
ロ
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ

由
来
新
規
天
然
物
ｆ
ｏ
ｍ
ｉ

ｒ
ｏ
ｉ
ｄ 

Ａ
の
同
定
」
と

い
う
演
題
で
口
頭
発
表
し
て

い
る
。

　

縄
文
人
は
シ
ミ
の
で
き
や

す
い
遺
伝
子
を
も
ち
、
縄

文
人
の
特
徴
を
多

く
引
き
継
ぐ
現
代

人
の
肌
に
は
シ
ミ

が
で
き
や
す
い
―

―
。
ポ
ー
ラ
・
オ

ル
ビ
ス
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
傘
下
の

ポ
ー
ラ
化
成
工
業

が
、
シ
ミ
に
関
す

る
こ
ん
な
研
究
結

果
を
見
出
し
た
。

今
後
、
学
会
発
表

を
行
う
と
と
も

に
、
最
終
的
に
は

新
た
な
肌
分
析
法
の
開
発
に

活
か
し
た
い
考
え
だ
。 ポ

ー
ラ
化
成

縄文人の特徴が
多いほどシミの
リスクが増加と解明

「
環
境
ス
ト
レ
ス
」が
も
た
ら
す

肌
老
化
を
解
明

デ
ィ
セ
ン
シ
ア

本川氏


